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生業事業

チェーン店より
地縁店　
生業創業

4 町が合併して出来た、いなべ市。各

町には規模の大小はあるものの中心地が

あった。これら旧中心地が、中心地たり

得た過去の手法では再生の糸口すら見え

ない。過去の中心地の賑わいや住民との

密なコニュニティ感を過大評価すること

も同様である。中心地には、図抜けた個

性を持った店が必要である。その集まり

が必要である。

それはチェーン店では出来ない。仕込

みに基づく  （地域と創業者の関係づく

り、アクションから開業フォローまでの

一連）生業、創業が必要である。一旦、

いなべを離れた人たちか、全く、いなべ

とは縁の無かった人たちによる創業が、

ここ 2 ～ 3 年の間に 4 店起こった。こ

うして地縁店、生業創業、旧中心地、に

ぎわいの森（新庁舎ゾーン）が繋がり始

める。
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街に店が出来る。店の文化（経営者、

オープンまでのストーリー、イメージ等）

に人が共鳴する。やがて、その店は街の

拠点へとなっていく。人がもたらす生情

報の発受信の場、コミュニティへとなっ

ていく。中心地に必要な店は、こうした

店である。

いなべでオープンした新しい店では、

現在様々なワークショップを開催してい

る。ワークショップを通じて、生業を志

望し、いなべで定住したい数多くの若者

達との出会い、若者同志のコミュニティ

が生まれている。これまで無かった動き

が始まっている。

店・　
人・　
コミュニティ
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GCI 事業は関係づくりから始まる。社

会、暮らし、街等への考え方と思想、そ

してセンスを大切にするところから、新

たな暮らしの欲求をキャッチし、創るこ

とが可能となる。その上で、経済、経営

行為に乗せていく、といったクリエイ

ティブなトップランナーたちとの関係づ

くから始まる。

いなべでは、にぎわいの森（新庁舎

ゾーン）の出店者たちに始まり、GCI コ

ンセプトに共感する無印良品等、企業と

の PR 協働や、いなべの木材を使い、名

古屋グローバルゲート内ショップでの家

具什器のデザイン、納品（いなべハンズ）

といった、様々な関係づくりが進んでい

る。多様なプロジェクトが生まれつつあ

る。彼らの視線は ローカルに向いている。

これからは、閉じた地域へのこだわり

ではなく、開かれた地域へのこだわりが

いなべを生かす。

PROJECT 3　　

GCI 事業

2221green creative inabe



実践

実践

プ
ラ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
か
ら
実
行
・
実
践
へ
。

volume 03

volume 03

発行◎いなべ市　監修・デザイン◎石黒靖敏コンサルティングアソシエイツ事務所　2018 年 3月 green creative inabe


